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湾岸諸国でのインド人移民
労働者の暮らし

－南インド、タミル・ナードゥ州からUAEへ－

　2017年5月、ザンビアへ渡航する際、北京

（中国）－アディスアベバ（エチオピア）－ルサカ

（ザンビア）間の移動で、はじめてエチオピア航空

を利用した。この行程で驚いたのは、北京－ア

ディスアベバ間の乗客の95%以上、もしかし

たら98%以上が中国人男性で、これからアフリ

カ諸国で移民労働者として働くと思われるような

人たちばかりであった。そんな中、以前調査で

出会った湾岸諸国へのインド人移民労働者もこん

な感じで移動しているだろうかと頭をよぎった。

タミル・ナードゥ州の移民労働者

　タミル・ナードゥ州農村部で生業や生活に関す

る聞き取り調査をしていると、『石を投げれば

移民労働経験者に当たる』ではないが、本当に

たくさんの人が移民労働を経験していた。移民

労働経験者の多くは一時帰国中で、また直ぐに

移民労働に出るという者が多かった。また、時

には、父親が移民労働経験者であるとか、これ

から初めての移民労働に出るという青年に出く

わすこともあった。移民労働者の渡航先はサウ

ジ・アラビア、アラブ首長国連邦（以下、UAE）

といった中東諸国を主として、シンガポール、

マレーシアといった東南アジア諸国も含まれて

いた。彼らは移民労働者を斡旋するエージェン

トを窓口にしたり、既に海外で出稼ぎを経験し

たことのある人のツテ（親族関係、友人関係、

同村、同宗教）を頼ったりして移民労働に行く

そうだ。移民労働者を斡旋するエージェントは、

タミル・ナードゥ州だけでもそれは星の数ほど

存在するらしい。各エージェントはうたい文句を

添えた広告を新聞などで宣伝し、移民労働者をリ

クルートする（写真①）。中には、知識のないも

のに法外な価格をふっかけたり、渡航前に示され

ていた条件とまったく異なる環境での労働や職種

に就かされることもあったりと、詐欺紛いのエー

ジェントもあるらしい。移民労働者の移民先国で

写真②森で見かけた絵、この絵は無害
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し、どのようなコミュニティ形成をし、どのような

仕事をしているのかに興味がわきはじめた。そこ

で、我々はある人物、といっても共同研究者ジェ

ガディーサン・ムニアンディの兄Aさんを頼りに

移民先国で聞き取り調査をおこなうべく、一路

UAE、アブダビへ向かったのは2014年のクリ

スマス直前のことである。

　さすがに、タミル・ナードゥ州で出会った移民

労働経験者をUAEで探すわけにもいかないの

で我々は、Aさんを起点にスノーボールサンプ

リング（調査対象者から、次の対象者を紹介し

てもらいながら進める調査手法）を開始し、聞き

取り調査を始めることとした。しかし、Aさんと

の打ち合わせで、農村でのインタビューと異なり

移民労働者は日中それぞれの職場で労働してお

り、なかなか簡単にインタビューにいくことがで

きないことが判明した。我々のこれまでの調査は

農村を訪ね、農家さんの休憩時や、作業を少し

中断してもらっての聞き取りが中心であった。農

家さんはおおかた個人事業主なので、自分で休憩

を取ることもできるし、作業も中断することがで

きる。しかし、移民労働者たちは自分の都合で

建設工事を中断したり再開したりすることがで

きないのだ。考えてみればごくごく当たり前の

ことなのだけれども、これまでの農村での調査

は環境に恵まれていたのだなと感じた。打ち合

わせの結果、イスラームが国教であるUAEで

の職種は、建設現場の労働者、電気工、配管工、

運転手、商店の店員、料理人、ホテル従業員、石

油会社、庭師と幅広く、労働者の学歴や専門に

よって大きく異なる。彼らと話したり家を訪ねた

りして感じたことは、同じ移民労働経験者でも

帰国後の生活環境がこんなにも違うのかという

ことであった。職種によって給料が異なるだろう

し、その人の性格が浪費する人であるかどうか、

商才があるかなどが関係するので、よく考えて

みると当たり前のことなのだけれども、帰国後の

職業、家、身なり、子どもの教育環境が大きく異

なっていた。また、彼らのいくらかは海外生活

の影響で考え方に変化が生まれていた。例えば、

新築の家を建設したものは住居の周辺で家畜を

飼うのは新しい家にそぐわないという理由から、

家畜飼養をやめた。野外でトイレをしにくくなっ

たため、新居にトイレを設置し、屋外での排泄

行為をやめた。出稼ぎに出た父親が教育熱心に

なり、子どもたちに高い学歴やホワイトカラーの

職をもとめ、家業であった農業に見向きもしない

世帯が増加した。など、農村部の生活環境は大

きく変化したようだ。

一路UAE へ

　そうなると我々は、なぜ考え方が変わってゆく

のか、その背景にある移民先国ではどのように生活
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は金曜日が礼拝日で休日になるため金曜日の終日

あるいはその他の平日の就業後に聞き取り調査

に行くことになった。

アブダビ市街にて

　日中時間のできた我々は、市街へ散策に出た。

UAE全人口9,456,628人のうち8,371,864

人（88.5%）が外国人であり、2,600,000人

（27.5%）がインド人（AbuDhabi2 2016）と

いうだけあって、アブダビでもいたるところで

インド人と思われる人を見かけた（写真②）。街中

のスーパーマーケットの一角にはインド人移民

の胃袋を満たすべくあらゆるインド食材が並ん

でいたし（写真③）、鮮魚売り場ではタミル・ナー

ドゥ州出身のインド人移民労働者に出会ったり

した。その鮮魚売り場のインド人移民労働者と

雑談がてら出稼ぎの経緯等を聞かせてもらうと、

技術者として働けるとエージェント経由で出稼ぎ

に来たものの、実際は鮮魚売り場で魚をさばい

ているということであった。なんともひどい話

であるがこのようなことは日常茶飯事であるらし

い。話しが飛ぶが、産油国だけにガソリンの価格

は1.75Dh＝64.96円*1と非常に安かった。

移民技術者宅訪問（ドバイ）

　突然、A氏が「友人のインド人移民技術者と

会えるから、明日、ドバイへ行こう」と言いだし

た。どうやら、翌日は金曜日で仕事が休みだか

写真②街で見かけた南アジア系の人 写真③スーパーに陳列されるインド食材
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労働者キャンプ訪問（アブダビ）

　ドバイでの驚きをぬぐえないまま、翌日は、

A氏が働いている会社の一つの建物が移民労働者

で占められている移民労働者キャンプを訪れる

こととなった。

　市街から少し離れたところにある労働者キャン

プは想像していたものに近く、いわゆる男子寮っ

ぽい、ドミトリーホテルっぽいものであった（写真

④）。定員は6名ほどで、同じ地域出身者が同室

になるように配慮されていた。室内での彼らの

個人スペースはベッドとその周辺という感じで、

共有部分と思われるところにはお茶セットと簡単

な調理器具、部屋によっては祭壇があった。バス・

トイレ・キッチンは共有でバスとトイレは建物

の外に、キッチンでは自由に調理ができるそうだ。

娯楽としてのクリケット大会も模様されていた。

　翌日は、建設現場で働く労働者の終業を待ち、

政府が建設したキャンプを訪問した。彼らのキャ

ンプは市街から約20kmはなれたところにあ

り、周辺は砂漠に覆われている労働者キャンプ

ビレッジであった。労働者キャンプビレッジに

は団地のように移民労働者キャンプが立ち並び、

様々な会社に所属する移民労働者が毎日バンや

バスの送迎で仕事場とキャンプを往復する（写真

⑤、⑥）。こちらの定員は10名ほどで、前日訪問

したキャンプ同様にベッド周辺とロッカーが個人

ら、ドバイに住むタミル・ナードゥ州出身の移民

技術者B氏の家に連れて行こうと考えたようだ。

アブダビからB氏の家まではA氏が運転する車

で移動した。政治のアブダビ、経済のドバイとい

われるようにアブダビからドバイへ行くと経済

発展するドバイの高層ビルの高さと多さ、そして

その街並みの変化に圧倒された。B氏の家に行っ

てまた驚かされた。高級マンションの一室を賃貸

し、子供部屋に両親の寝室、十分な広さのリビ

ングには壁掛けテレビとスピーカー、水槽には

熱帯魚が泳いでいたのだ。B氏の家にはもうひ

とり友人のC氏が来ていたのだが、その人も同様

の生活をしているという。彼らの生活は、私が思

い浮かべていた移民労働者の生活とはまったく

かけ離れているものだった。移民労働者を斡旋す

るエージェントの新聞広告などとは別に、企業の

求人広告などもあるそうだ。インドで技術者とし

て働いていた彼らはそういった求人に応募して、

このような移民技術者としての地位を確立した

らしい。さらに、この調査中に聞き取りできたイ

ンド人移民技術者の平均賃金は月額7,500Dh≒

278,400円（n=10）と高給であった。インド国

内の製造業、エンジニアの平均月収US$487≒

50,526円*2（ジェトロ 2016）と比較して約5.5

倍もあることから、出稼ぎに必要な初期投資を

考えても魅力的なものである。
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スペースであった。大きく異なるのは、政府が

建設したキャンプでは、内食と中食が禁止され

ていることであった。そのため、キャンプで提供

される食事以外のモノを食べたい場合には、キャ

ンプビレッジの敷地外で飲食しなければならな

いことである（写真⑦）。また、敷地内のセキュ

リティはしっかりしており、我々が敷地内に入る

ときには身分証明書を入り口セキュリティに預け

た。市街への送迎は仕事のある日のみで、休祝日

にはキャンプビレッジ内か近くにあるショッピン

グセンターで過ごすことが多いそうだ。

写真⑤送迎車とそれに乗り込み帰宅する労働者 写真⑦労働者キャンプビレッジの敷地外で食事をする労働者たち

写真④労働者キャンプの 1 室の中 写真⑥労働者キャンプビレッジの周りにとめられている送迎車



95

ていた。これは給料の約70%に相当し、非常

に高額であると考えられる。「そんなに仕送りを

しているなら残ったお金は自由に使えるね」と

言ったときに、彼らは「そのほとんどが家族への

電話代で消えるよ」と笑いながら答えた。そのと

きの笑顔は今も忘れられない（写真⑧）。

宮㟢英寿

ムニアンディ・ジェガディーサン
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*1　2014年12月のAED（UAEディルハム）の

交換レートは1Dh＝37.12円であった。
*2　2016年10月のUS$の交換レートは1US$

＝103.75円であった。
*3　2014年11月の IND（インディアンルピー）の

交換レートは1Rs＝1.92円であった。

移民労働者の実態

　キャンプとキャンプビレッジを訪問し感じたの

は、それほど劣悪な環境ではなさそうだというこ

とである。もちろん、大企業の移民労働者キャン

プと政府が建設したキャンプのみの訪問だったた

め、そのように感じたのかもしれない。もし次回

UAEを訪問する機会が得られれば、先述のスー

パーマーケットで魚をさばいていた人やその他に

インタビューをすることができた、企業へ属さな

いような移民労働者たちが住まうところへも訪問

できればと思う。

　また、海外生活の影響による教育や労働、ト

イレ環境に対する考え方の変化がなぜ生まれる

かについては明らかにすることができなかった。

しかし、先にあげた移民技術者のような生活をす

ると、帰国後に農村で普通の暮らしに戻ることは

難しいのではないかと考えられる。今後、調査の

機会があれば、生活の変化についての理解を深め

たいと考えている。

　最後に、移民労働者の最大の目的の一つと考え

られる仕送りについて触れる。仕送りは個人的な

ルート、両替商、銀行、郵便局などを通じておこ

なわれる。聞き取りをおこなった移民労働者の

うち、移民技術者10名を除く41名の平均給料

は1,872Dh（69,487円）で、彼らは平均して

毎月1,270Dh（47,124円）の仕送りをおこなっ
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写真⑧インタビューに答えてくれた移民労働者と執筆者


